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第
六
講
　

教
育
勅
語
批
判

 ―

「
忠
孝
と
道
徳
の
基
本
」、「
教
育
勅
語
と
倫
理
説
」
ほ
か―

一
　

大
西
の
勅
語
批
判
の
背
景

　

大
西
の
教
育
勅
語
批
判
は
、
そ
の
趣
意
に
お
い
て
は
殆
ど
彼
の
論
説
全
般
に
わ

た
っ
て
い
る
と
も
謂
い
得
べ
く
、
従
っ
て
そ
れ
を
左
記
の
四
篇
に
か
ぎ
る
の
は
不

適
切
で
あ
ろ
う
が
、
時
期
的
に
集
中
し
て
い
て
、
内
容
上
ま
と
ま
っ
た
一
連
の
一

組
と
見
な
し
う
る
の
で
、
ま
ず
そ
れ
ら
を
も
っ
て
「
教
育
勅
語
批
判
論
文
」
と
名

づ
け
、
そ
れ
ら
を
中
心
に
扱
う
こ
と
と
す
る
（
発
表
順
）。

①
「
忠
孝
と
道
徳
の
基
本
」（1893

明
治
二
六
年
一
月
、『
宗
教
15
号
』、全
集
五
巻
所
収
）

②
「
教
育
勅
語
と
倫
理
説
」（
明
治
二
六
年
三
月
、『
教
育
時
論

284
号
』、
全
集
六
巻
）

③
「
耶
蘇
教
問
題
」（
明
治
二
六
年
三
月
、『
教
育
時
論

284
号
』、
全
集
六
巻
）

④
「
当
今
の
衝
突
論
」（
明
治
二
六
年
六
、七
月
『
教
育
時
論

295
・

296
号
』、
全
集
六
巻
）

＊
②
、
③
は
「
私
見
一
束
」
と
題
し
、『
教
育
時
論
』
の
同
じ
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
を
み
て
直
ち
に
判
明
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
時
期
に
お
い
て
頗
る
早

く
、し
か
も
実
に
多
面
的
に
論
究
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
説
明
を
兼
ね
、

ま
ず
は
じ
め
に
直
接
の
背
景
に
触
れ
て
お
く
。

　

教
育
勅
語
（1890

明
治
二
三
年
十
月
）
が
、
い
わ
ば
「
事
件
」
と
し
て
成
立
す
る

顕
著
な
初
例
は
、―

そ
も
そ
も
こ
れ
が
「
事
件
」
（
と
く
に
「
不
敬
」
事
件
）

化
す
る
と
い
う
点
に
、
日
本
特
有
な
性
質
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、―

公
布
間

も
な
い
翌
年
（1891

明
治
二
四
年
）
正
月
九
日
、
第
一
高
等
中
学
校
に
お
け
る
内
村

鑑
三
の
い
わ
ゆ
る
「
不
敬
事
件
」
で
あ
ろ
う
。
同
校
の
勅
語
奉
読
式
に
続
き
、
下

賜
さ
れ
た
勅
語
に
署
名
さ
れ
た
明
治
天
皇
の
宸
書
へ
の
礼
拝
的
低
頭
を
内
村
が
な

さ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
、校
内
の
一
部
の
教
員
と
生
徒
に
よ
っ
て
問
題
視
さ
れ
、

同
月
一
五
日
以
降
、
攻
撃
記
事
が
た
ち
ど
こ
ろ
に
全
国
諸
新
聞
で
広
ま
っ
た
。
た

と
え
ば
「
高
等
中
学
校
教
員
中
国
賊
あ
り
　

内
村
鑑
三
と
い
う
動
物
＝
人
物
に
あ

ら
ず
＝
は
…
…
」（『
埼
玉
平
民
雑
誌
』2.15

）
と
い
う
よ
う
に
、内
村
個
人
を
「
不
敬
」「
不

埒
な
教
師
」「
乱
臣
賊
子
」
呼
ば
わ
り
し
、「
嗚
呼
耶
蘇
教
徒
は
我
が
日
本
帝
国
を

亡
す
も
の
な
り
」（『
教
学
論
集
』2.15

）
と
断
じ
ら
れ
る
。
こ
の
論
難
は
、
と
く
に

何
処
か
の
機
関
が
指
令
し
た
も
の
で
は
な
く
、同
様
の
一
斉
攻
撃
が
開
始
さ
れ
た
。

井
上
哲
次
郎
『
勅
語
衍
義
』
未
発
行
の
時
点
な
の
に
、
す
で
に
勅
語
お
よ
び
耶
蘇

教
へ
の
固
定
し
た
観
念
や
態
度
が
、
広
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
内
村

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕大

西
祝
「
良
心
起
原
論
」
を
読
む
（
五
）

―

忘
れ
ら
れ
た
倫
理
学
者
の
復
権―

堀
　
　
　

孝
　

彦



大西祝「良心起原論」を読む（五）

（
二

）

自
身
は
二
月
三
日
付
で
解
職
と
な
り
、
以
後
「
国こ

く

人じ
ん

」
に
棄
て
ら
れ
、
五
年
半
後

（1896

年
）
、
名
古
屋
英
和
学
校
（
現
・
名
古
屋
学
院
）
に
職
を
得
る
ま
で
、「
国
賊
」

と
し
て
生
活
に
も
極
め
て
難
渋
し
た
が
、
主
著
に
あ
た
る
『
基
督
信
徒
の
な
ぐ
さ

め
』1893
、『
求
安
録
』1893

、 “H
ow

  I becam
e a C

hristian ” 1895

は
、
こ

の
時
期
に
集
中
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

他
方
、
内
村
と
類
似
の
「
不
敬
事
件
」
が
熊
本
英
学
校
（1892.1)

、
山
鹿
高
等

小
学
校
（
同7.25

）
、
八
代
高
等
小
学
校（
同
７
月
）
、北
海
道
の
空
知
集
治
監（
10
月
）
、

少
し
間
を
お
い
て
外
人
教
師
カ
ロ
ー
ザ
ー
スC

.C
arrothers

の
第
二
高
等
学
校

（
仙
台1896.2.11

）
な
ど
各
地
で
発
生
し
て
い
く
が
、
こ
れ
ら
の
実
態
も
、
さ
き
に

一
斉
攻
撃
し
た
の
と
同
類
の
側
か
ら
《
引
き
起
こ
さ
れ
》、「
事
件
」
化
さ
れ
て
、

糾
弾
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
的
「
事
件
」
が
先
行
し
、
や
が
て
識
者
の
見
解
が
求
め
ら
れ

て
く
る
。
そ
の
筆
頭
に
登
場
す
る
の
が
、「
当
世
第
一
位
の
学
者
た
る
博
士
」
井

上
哲
次
郎
で
あ
っ
た
。
す
で
に
彼
は
、
公
式
的
解
説
と
さ
れ
る『
勅
語
衍
義
』（1891

明
治
二
四
年
八
月
二
五
日
、
成
美
堂
）
を
刊
行
し
て
い
た
か
ら
し
て
、
最
適
任
者
と
み

な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。「
宗
教
と
教
育
と
の
関
係
に
つ
き
井
上
哲
次
郎
氏
の
談
話
」

（『
教
育
時
論
』
二
七
二
号
）
の
掲
載
（1892

同
二
五
年
十
一
月
五
日
）
が
そ
の
最
初
で
あ

り
、
翌
二
六
年
一
月
よ
り
二
月
に
か
け
て
、
井
上
自
身
の
筆
に
な
る
本
格
的
な
論

述
「
教
育
と
宗
教
と
の
衝
突
」
が
、
四
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
（
二
六
年
一
～
二

月
、
同
誌
二
七
九
号
よ
り
二
八
一
お
よ
び
二
八
三
号
）
。

　

①
「
忠
孝
と
道
徳
の
基
本
」
は
、
大
西
に
よ
る
直
接
的
な
勅
語
批
判
の
起
点
で

あ
る
。
そ
れ
は
右
の
井
上
の
連
載
開
始
と
同
じ
月
の
二
六
年
一
月
『
宗
教
』
に
早

く
も
掲
載
さ
れ
た
。前
年
十
一
月
の
井
上「
談
話
」を
直
接
の
引
き
金
と
し
て
い
る
。

　

②
③
は
、
井
上
と
同
じ
『
教
育
時
論
』
に
、「
教
育
勅
語
と
倫
理
説
」
お
よ
び

「
耶
蘇
教
問
題
」
が
（「
私
見
一
束
」
と
し
て
）
載
っ
た
の
は
、
井
上
の
第
四
回
掲

載（
最
終
回
）に
直
接
続
く
二
八
四
号（
二
六
年
三
月
五
日
）に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
④
が
、
矢
継
ぎ
早
に
同
六
、
七
月
に
、「
当
今
の
衝
突
論
」（『
教
育
時
論
』

二
九
五
、
二
九
六
号
）
と
し
て
出
る
と
い
う
順
序
に
な
る
。

  

し
た
が
っ
て
大
西
が
右
の
論
述
（
①
～
③
）
に
際
し
て
参
照
し
え
た
井
上
の
論

攷
と
し
て
は
、
最
初
の
「
談
話
」
を
中
心
と
し
た
も
の
と
い
え
る
。
批
判
④
に
お

い
て
大
西
は
井
上
の
『
勅
語
衍
義
』
は
読
ま
ず
、
②
③
も
井
上
を
駁
せ
ん
と
欲
し

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
今
や
初
め
て
④
に
お
い
て
「
井
上
博
士
を
難
ぜ
ざ
る

を
得
ず
」
と
公
言
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

   

今
日
ま
で
「
教
育
と
宗
教
〔
と
〕
の
衝
突
」
の
名
が
定
着
し
て
い
る
が
、
そ
の

呼
称
自
体
が
不
正
確
と
い
う
よ
り
か
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
、
大
西
自
身
も
鋭
く
指

摘
し
て
い
る
所
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
『
教
育
時
論
』
の
発
行
所
で
あ
る
開
発
社

の
記
者
の
質
問
（
問
題
提
起
）
自
体
も
、「
所
謂
耶
蘇
教
と
云
ふ
も
の
と
、
日
本

の
国
体
と
の
関
係
如
何
、
又
耶
蘇
教
の
精
神
と
す
る
所
は
、
果
し
て
勅
語
の
精
神

と
相
戻
る
所
は
な
か
る
へ
き
や
如
何
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
博
士
の
説
を
尋

ね
た
も
の
で
あ
っ
た
。
井
上
の
「
談
話
」
の
題
名
は
、
す
で
に
「
宗
教
と
教
育
と

の
関
係
に
つ
き
井
上
哲
次
郎
氏
の
談
話
」
と
題
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

と
同
じ
語
句
は
、
そ
の
談
話
文
中
に
は
現
れ
な
い
。
よ
り
正
確
に
特
定
し
て
、「
勅

語
の
精
神
（
ま
た
は
道
徳
）
と
、
耶
蘇
教
の
精
神
（
ま
た
は
道
徳
）」
と
の
対
比

と
し
て
、教
育
勅
語
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
相
違
点
を
め
ぐ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
雑
誌
の
題
名
は
既
に
「
宗
教
と
教
育
と
の
関
係
」
で
あ
り
、
そ
の
後
の
連

載
の
題
名
も
、「
教
育
と
宗
教
と
の
衝
突
」
と
な
っ
て
い
て
、
両
者
が
同
一
平
面

上
で
衝
突
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
か
に
思
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。大
西
も
、

「
井
上
博
士
の
論
は
題
し
て
『
教
育
と
宗
教
の
衝
突
』
と
云
ふ
、
然
れ
ど
も
其
論

― 327 ―



名古屋学院大学論集

（
三

）

の
一
端
を
窺
ふ
に
（
予
は
通
読
し
た
る
こ
と
な
し
。〔『
大
西
全
集
』〕
六
巻
七
一
頁
）

凡
そ
宗
教
の
宗
教
た
る
所
が
教
育
の
教
育
た
る
所
と
衝
突
す
る
の
趣
意
に
あ
ら
ず

し
て
、
単
に
耶
蘇
教
が
我
国
の
教
育
と
衝
突
す
と
の
意
に
外
な
ら
ざ
る
が
如
し
」

④
と
、
正
確
に
と
ら
え
て
論
を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
今
日
ま
で
、
論
争
の
題
名

も
、《
教
育
一
般
と
、
宗
教
一
般
と
の
衝
突
》
と
し
て
定
着
し
て
き
た
点
に
、
ま

ず
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
指
摘
し
て
お
く
。

　

井
上
の
「
談
話
」
は
、
勅
語
は
「
全
く
日
本
固
有
の
道
徳
を
文
章
と
し
た
る
者

に
て
」
と
し
、「
勅
語
の
道
徳
は
、
多
く
は
個
人
か
、
歴
史
上
の
関
係
に
依
り
、

結
ひ
つ
き
て
国
を
為
し
、
以
て
国
家
的
の
生
活
を
為
す
、
其
の
国
家
内
に
於
て
の

道
徳
な
り
」
を
大
前
提
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
大
意
は
、

一
　

（
国
家
主
義
と
非
国
家
主
義
）

　

勅
語
は
一
家
の
な
か
の
孝
悌
に
始
ま
り
、
忠

君
愛
国
を
も
っ
て
最
後
の
徳
と
す
る
国
家
主
義
に
対
し
て
、
耶
蘇
教
は
出

世
間
の
道
徳
、
無
国
家
的
で
あ
る
。

二
　

（
現
在
と
未
来
観
）

　

耶
蘇
教
は
現
世
を
無
常
、
未
来
を
永
遠
の
世
界
と
す
る

出
世
間
・
未
来
中
心
に
対
し
、
勅
語
は
孔
孟
主
義
と
同
じ
く
現
世
中
心
で

あ
る
。

三
　

（
差
別
的
愛
と
無
差
別
的
愛
）
耶
蘇
教
は
無
差
別
の
愛
（
博
愛
）、
勅
語
は
差

別
的
の
愛
で
あ
る
。

四
　

（
忠
孝
観
の
対
照
）
そ
し
て
、
と
く
に
耶
蘇
教
の
大
「
欠
典
」
は
、
勅
語
の

道
徳
の
「
骨
髄
」
た
る
「
忠
孝
と
云
ふ
二
徳
」
を
説
か
な
い
こ
と
に
あ
る

と
さ
れ
る
。

　

注
意
を
惹
く
の
は
モ
セ
ス
の
十
戒
に
は
「
父
母
を
敬
せ
よ
」
と
あ
る
が
、
そ
の

精
神
は
道
徳
の
根
本
と
し
た
も
の
で
は
な
い
と
し
、
新
約
聖
書
の
《
神
殿
で
の
少

年
イ
エ
ス
》
の
話
し
〔『
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
』
二
の
四
一
以
下
〕
を
攻
撃
目
標

に
選
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
エ
ル
サ
レ
ム
の
祭
り
の
帰
途
、
イ
エ
ス
の
行
方
が

分
か
ら
な
く
な
り
両
親
を
心
配
さ
せ
て
い
た
が
、
三
日
後
に
漸
く
探
し
え
た
際
、

十
二
歳
の
子
イ
エ
ス
は
冷
淡
に
も
「
父
母
が
我
を
捜
す
心
得
ね
、
我
は
我
が
天
父

に
事
ふ
る
の
途
あ
る
こ
と
は
、
予
て
ご
存
知
な
る
へ
き
に
と
答
へ
た
り
」
を
引
用

し
て
、
之
を
孔
子
の
精
神
に
比
す
れ
ば
「
其
善
悪
如
何
ぞ
や
」
と
断
じ
て
い
る
。

と
り
わ
け
こ
の
箇
所
の
聖
書
を
英
文
で
も
引
用
し
て
、
イ
エ
ス
の
親
不
孝
（
家
族

道
徳
＝
孝
）
に
最
大
の
非
難
を
浴
び
せ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
堀
孝
彦
「
家

の
者
が
敵
と
な
る―

家
族
道
徳
の
止
揚
（
近
代
倫
理
学
成
立
の
諸
前
提
）―

」『
名
古
屋
学

院
大
学
論
集
・
社
会
科
学
篇
』
第
四
〇
巻
第
三
号
、2004.1

参
照
）
。

　

そ
れ
で
は
耶
蘇
教
の
主
義
は
日
本
に
有
害
か
、
禁
止
す
べ
き
か
と
の
記
者
の
最

後
の
質
問
に
対
し
て
は
、〔
明
治
〕
憲
法
に
信
教
の
自
由
が
認
め
ら
れ
て
お
り
干

渉
す
べ
き
で
な
い
と
余
裕
を
示
し
つ
つ
、
も
ち
ろ
ん
耶
蘇
教
は
今
の
ま
ま
で
は
日

本
人
の
性
質
と
相
容
れ
ず
永
存
し
え
な
い
が
、
す
で
に
日
本
の
国
性
に
同
化
し
よ

う
と
し
つ
つ
あ
る
と
も
聞
く
な
ど
と
、―

事
実
、
そ
の
後
ま
す
ま
す
そ
う
な
っ

て
行
く
が
。―

世
論
の
？
　

支
持
を
背
景
に
語
っ
て
い
る
。

　

井
上
の
側
に
余
裕
が
あ
る
の
は
、
非
難
攻
撃
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
側
が
、
最
初

か
ら
腰
の
引
け
た
姿
勢
を
示
し
た
故
で
も
あ
る
。
た
と
え
ば
「
基
督
教
信
徒
、
真

正
愛
国
心
を
養
ひ
、
如
何
な
る
国
体
の
中
に
も
生
息
し
て
良
民
た
る
こ
と
を
得
べ

し
」（
本
多
庸
一
）
な
ど
と
し
、「
根
本
の
と
こ
ろ
で
国
家
主
義
者
と
の
正
面
か
ら

の
対
決
を
回
避
し
た
守
勢
的
弁
明
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
」
ず
（
生
松
敬
三
『
近

代
日
本
思
想
論
争
』

257
頁
、
青
木
書
店1963

年
）
、
数
少
な
い
例
外
は
植
村
正
久
と
柏
木

義
円
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。

＊
「
政
治
上
の
君
主
は
良
心
を
犯
す
べ
か
ら
ず
、
上
帝
の
専
領
せ
る
神
聖
の
区
域
に
侵
入
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（
四

）

す
べ
か
ら
ず
、
基
督
教
徒
は
国
民
の
一
人
と
し
て
政
府
に
服
従
す
る
の
義
務
あ
る
を
知

る
と
同
時
に
、
神
に
対
す
る
義
務
あ
る
を
確
信
す
る
も
の
な
り
」（
植
村
正
久
「
今
日

の
宗
教
論
及
び
徳
育
論
」1893

明
治
二
六
年
三
月
五
日
）。

「
若
し
夫
れ
国
家
を
以
て
唯
一
の
中
心
と
な
し
、
人
の
良
心
も
理
性
も
国
家
に
対
し
て

は
権
威
な
く
、
唯
人
を
以
て
国
家
の
奴
隷
、
国
家
の
器
械
と
為
す
、
是
れ
国
家
主
義
か
、

基
督
教
固
よ
り
此
の
如
き
主
義
と
相
容
れ
ず
」（
柏
木
義
円
「
勅
語
と
基
督
教
」）

こ
の
よ
う
な
教
会
側
か
ら
論
説
も
、
こ
の
二
名
し
か
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
な

か
っ
た
。

二   

勅
語
批
判
論
文
の
大
要

①
　

「
忠
孝
と
道
徳
の
基
本
」（1

8
9
3

明
治
二
六
年
一
月
）

　

こ
れ
は
、
前
記
一
連
の
も
の
の
な
か
で
最
も
早
い
。
直
接
は
『
勅
語
』
に
ふ
れ

ず
、
井
上
の
名
も
伏
せ
て
い
る
。
論
理
的
批
判
を
前
面
に
出
し
て
い
る
が
、（
忠

孝
の
相
対
化
と
、
普
遍
主
義
の
提
示
）、
内
容
批
判
に
つ
な
が
る
。

　

「
忠
・
孝
が
道
徳
の
基
本
で
あ
る
」
と
は
、
論
理
的
に
も
内
容
的
に
も
断
定
で

き
な
い
。
さ
ら
に
忠
孝
と
て
も
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
、「
人
類
存
在
の
目
的
」

に
必
要
で
あ
る
か
ぎ
り
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

（
１
）
と
く
に
日
本
で
は
「
忠
孝
は
道
徳
の
基
本
な
り
」
と
い
う
け
れ
ど
も
、
学

理
上
、
国
に
よ
っ
て
道
徳
の
基
本
は
異
な
る
な
ど
と
い
う
人
［
＝
国
民
道
徳
論

者
］
は
、「
人
道
を
離
れ
て
一
国
民
の
道
徳
を
学
理
上
立
せ
ん
と
す
る
盲
目

学
者
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

（
２
）
も
し
忠
と
孝
と
が
「
共
に
均
し
く
基
本
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
両
者
が
矛
盾

す
る
と
き
、
一
方
を
重
視
す
る
と
、
両
者
と
も
「
均
し
く
基
本
」
で
は
な

い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

（
３
）
こ
う
な
る
と
、
忠
孝
を
超
え
た
ヨ
リ
高
次
の
観
念
（
国
家
の
秩
序
安
寧
、
権

力
の
大
小
、
恩
恵
の
多
少
な
ど
）
に
ま
で
進
ま
ざ
る
を
得
ず
、「
忠
孝
が
基
本
」

で
は
な
く
な
る
。

（
４
）
忠
孝
が
「
同
一
不
二
」、「
両
者
一
致
融
合
す
る
」
の
で
あ
っ
て
も
、「
両

者
に
通
ず
る
同
一
の
精
神
・
根
本
」
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、「
そ

の
根
本
と
な
る
も
の
」
こ
そ
を
道
徳
の
「
基
本
」
と
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
は
、
主
と
し
て
論
理
上
の
問
題
で
あ
る
が
、―

実
は
、
す
で
に
内
容

上
の
批
判
も
、
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、―

こ
こ
に
基
礎
的
矛
盾
の
あ

る
こ
と
を
念
頭
に
浮
か
べ
ず
、
浮
か
べ
る
こ
と
を
だ
に
嫌
い
、「
た
だ
漫
然
感
情

的
の
言
を
吐
い
て
罵
り
合
い
」、
道
徳
の
基
本
は
忠
孝
に
あ
り
と
い
う
の
は
「
鳴

呼
が
ま
し
と
云
は
で
何
と
か
云
は
ん
」。
こ
こ
で
論
理
的
矛
盾
を
深
く
考
え
も
せ

ず
に
平
気
で
「
漫
然
と
」
述
べ
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の
内
容
が
「
感
情

的
」
倫
理
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
を
、
合
わ
せ
問
題
視
し
て
い
る
。
か
の
内
村
鑑

三
も
、
し
ば
し
ば
「
感
情
」
に
言
及
し
、「
日
本
人
は
特
に
感
情
の
民
で
あ
る
。

日
本
人
は
義
理
〔
＝
義
〕
と
人
情
と
を
区
別
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
不
人
情
は

不
義
で
あ
る
。
忠
孝
道
徳
は
情
的
道
徳
で
あ
る
」（「
義
理
と
人
情
」
大
正
十
一
年
七
月
）

と
喝
破
し
て
い
る
の
と
通
じ
て
い
る
。

　

つ
ぎ
に
、
内
容
上
の
批
判
に
入
る
。

（
５
）
忠
孝
の
中
味
は
「
君
父
の
命
に
従
ふ
の
謂
ひ
な
り
」
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
社
会
に
お
け
る
複
雑
な
す
べ
て
の
行
為

に
つ
い
て
君
父
の
命
令
が
必
要
と
な
り
、
そ
れ
が
な
い
と
善
悪
の
区
別
も

な
い
こ
と
に
な
る
。

（
６
）
一
切
の
道
徳
を
忠
孝
か
ら
「
割
り
出
す
」
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
「
長

上
の
命
令
」
に
従
う
精
神
を
押
し
拡
め
さ
え
す
れ
ば
、
一
切
の
徳
行
を
網
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（
五

）

羅
し
う
る
の
だ
ろ
う
か
？

（
７
）
君
父
の
命
令
に
従
う
の
が
道
徳
の
基
本
だ
と
す
れ
ば
、
君
父
の
命
令
そ
れ

自
身
に
は
善
悪
の
判
別
を
下
せ
ぬ
こ
と
に
な
る
か
ら
、
そ
れ
は
「
道
徳
の

範
囲
外
」
の
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
最
も
鋭
利
な
批
判
で
あ
り
、
初
発
か

ら
一
貫
す
る
「
批
評
」
精
神
の
表
出
に
属
す
る
。

（
８
）
と
に
か
く
従
い
さ
え
す
れ
ば
忠
孝
に
な
る
の
で
は
な
く
、
善
だ
か
ら
君
父

の
命
令
に
従
え
と
言
う
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
筈
だ
か
ら
、
従
う
か
ど
う

か
以
前
に
、
君
父
の
命
そ
の
も
の
の
正
邪
が
問
わ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
つ

ま
り
、「
君
父
の
命
令
を
し
て
正
た
り
善
た
ら
し
む
る
も
の
［
＝
観
念
］」

こ
そ
が
道
徳
の
基
本
と
な
り
、
そ
れ
は
「
君
父
の
命
令
て
ふ
も
の
の
上
に
」

お
か
れ
て
、
逆
に
君
父
の
命
を
条
件
づ
け
る
基
本
道
徳
で
あ
る
。
そ
う
す

る
と
、「
道
徳
的
行
為
の
基
本
は
忠
孝
そ
れ
自
身
に
あ
ら
ず
し
て
尚
ほ
其
上

の
も
の
、
尚
ほ
そ
れ
よ
り
も
深
き
所
に
あ
り
と
云
ふ
べ
し
」。

（
９
）
そ
れ
は
何
か
。
君
父
の
権
が
必
須
な
の
は
、
私
た
ち
が
家
族
を
結
び
国
家

を
組
織
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
し
よ
う
と
す
る
「
人
類
存
在
の
目
的
」

を
成
就
す
る
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
国
家
や
社
会
も
自
己

目
的
で
は
な
く
、「
人
類
存
在
の
目
的
を
成
就
せ
む
為
め
の
倫
理
的
機
関
に

外
な
ら
ず
而
し
て
忠
孝
は
此
機
関
の
運
転
に
欠
く
可
ら
ざ
る
事
柄
」
だ
か

ら
、
忠
孝
と
い
え
ど
も
「
絶
対
的
な
も
の
」
で
は
な
く
、「
人
類
の
目
的
て

ふ
拠
り
所

0

0

0

を
有
し
て
其
目
的
を
達
す
る
に
必
要
な
る
程
度
ま
で
必
要
な
る

に
過
ぎ
ざ
る
な
り
」。

　

さ
て
、
そ
の
「
人
類
存
在
の
目
的
」
と
は
何
か
。
そ
れ
を
究
明
す
る
の
が
普
遍

的
な
倫
理
学
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
良
心
論
、
倫
理
学

そ
の
も
の
へ
繋
が
っ
て
い
く
。
事
実
、
国
家
や
社
会
も
「
人
類
存
在
の
目
的
成
就

の
た
め
の
倫
理
的
機
関
」
に
他
な
ら
な
い
と
い
っ
た
表
現
は
、「
良
心
起
原
論
」

の
建
設
部
分
に
出
て
く
る
キ
イ
・
ワ
ー
ド
で
あ
り
、
両
者
は
密
接
に
相
応
じ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

②
　

「
教
育
勅
語
と
倫
理
説
」（1

89
3

明
治
二
六
年
三
月
）

　

冒
頭
ま
ず
、「
近
来
、
教
育
勅
語
に
注
釈
を
附
す
こ
と
が
頗
る
流
行
す
」
と
書

き
出
し
て
い
る
。
す
で
に
明
治
二
三
年
に
始
ま
り
、
翌
年
に
は
十
八
冊
の
衍
義
書

が
出
版
さ
れ
て
い
て
、
自
己
に
有
利
な
解
釈
を
試
み
て
い
た
。
各
自
の
意
見
が
異

な
る
た
め
に
乱
臣
賊
子
と
相
罵
る
も
の
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
一
私
人
の
み
る
解

釈
だ
か
ら
、
見
解
を
異
に
す
る
の
は
、
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
勅
語
は
国
民
の
守
る
べ
き
個
々
の
徳
行
を
列
挙
し
た
も
の
で
は
あ

る
が
、
一
定
の
倫
理
説
を
掲
げ
て
、
そ
れ
を
布
く
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。
だ
か

ら
「
忠
孝
」
で
さ
え
倫
理
説
上
絶
対
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、「
勅
語

に
よ
れ
ば
倫
理
道
徳
の
基
本
は
云
々
な
り
、
他
の
道
徳
論
は
皆
勅
語
の
旨
意
に
反

す
」
と
い
う
よ
う
に
、
勅
語
と
倫
理
説
と
を
混
同
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。

　

「
勅
語
を
以
て
倫
理
上
の
主
義

4

4

の
争
を
為
す
は
不
可
也
。
倫
理
主
義
の
争
は
、

之
を
個
人
間
の
自
由
の
討
究
に
委
ね
て
可
な
り
。
若
し
勅
語
を
楯
に
着
て
、
倫
理

説
場
裡
に
争
は
ん
と
す
る
［
井
上
哲
次
郎
の
よ
う
な
…
…
引
用
者
］
者
あ
ら
ば
、
予
は

之
を
卑
怯
な
り
と
云
は
ん
」。

③
　

「
耶
蘇
教
問
題
」（1893

明
治
二
六
年
三
月
）

　

こ
の
頃
、
耶
蘇
教
が
教
育
勅
語
の
旨
意
に
反
し
な
い
か
、
国
家
に
害
は
な
い
か

に
つ
い
て
争
論
が
あ
る
が
、
争
い
を
解
く
道
は
、
左
右
を
顧
み
て
黙
す
る
の
で
な

く
、
真
理
の
た
め
国
家
の
た
め
に
思
い
切
っ
て
争
う
こ
と
で
あ
る
。
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（
六

）

　

種
々
の
問
題
が
混
雑
、
混
乱
し
て
い
る
。
個
々
の
耶
蘇
教
家
の
弊
風
へ
の
攻
撃

と
、
そ
の
教
理
そ
の
も
の
へ
の
攻
撃
と
を
混
同
す
る
の
は
不
条
理
で
あ
る
。
そ
の

教
理
の
な
か
に
、
殊
更
に
は
我
国
家
を
危
う
く
す
る
も
の
が
あ
る
と
は
い
え
な

い
。
も
し
そ
う
い
う
こ
と
を
言
い
だ
せ
ば
、
同
じ
意
味
で
仏
教
の
な
か
に
も
あ
る

と
言
い
う
る
こ
と
に
な
る
。

　

宗
教
哲
学
に
お
け
る
論
争
は
自
由
な
討
議
を
許
す
べ
き
で
あ
る
。
何
か
と
い
え

ば
す
ぐ
に
「
国
家
の
安
寧
」
を
担
ぎ
出
し
て
、
学
術
宗
教
の
自
由
を
束
縛
せ
ん
と

す
る
の
は
、
決
し
て
策
の
得
た
る
も
の
で
は
な
い
。

　

「
非
国
家
的
」
と
い
っ
て
も
、
殊
更
に
国
家
的
な
傾
向
を
〝
持
た
な
い
〟
と
い

う
の
と
、
全
然
国
家
的
に
〝
反
す
〟
と
い
う
の
と
は
別
で
あ
る
。
耶
蘇
教
理
に

は
、
特
に
国
家
的
な
傾
向
が
〝
無
い
〟
と
い
う
こ
と
は
言
え
て
も
（
そ
れ
は
仏
教

に
つ
い
て
も
言
い
う
る
！
）、
国
家
の
統
一
に
〝
反
す
る
〟
と
は
言
え
な
い
。

④
　

「
当
今
の
衝
突
論
」（1

8
9
3

明
治
二
六
年
六
、七
月
）

　

井
上
哲
次
郎
の
論
は
、
単
に
耶
蘇
教
が
我
国
の
教
育
と
衝
突
す
る
と
の
意
に
外

な
ら
な
い
よ
う
に
み
え
る
が
、
い
っ
た
い
何
と
何
と
の
衝
突
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

大
西
は
、
元
良
勇
次
郎
の
「
宗
教
と
教
育
の
関
係
に
就
て
」
を
批
判
す
る
か
た
ち

で
述
べ
て
い
く
。

　

元
良
博
士
は
、「
日
本
の
教
育
は
…
…
日
本
人
を
し
て
日
本
帝
国
の
良
臣
民
た

ら
し
め
ん
こ
と
を
以
て
目
的
と
す
。
両
者
豈
衝
突
な
き
を
得
ん
や
」
と
い
う
。
ま

た
基
督
教
は
宇
宙
に
横
た
わ
り
、
教
育
は
国
家
の
上
に
立
つ
者
な
る
が
ゆ
え
に
、

其
衝
突
は
免
れ
ず
と
い
う
が
、
哲
学
も
仏
教
も
着
眼
点
は
一
国
家
に
限
ら
れ
ず
、

宇
宙
に
あ
る
一
切
に
つ
き
攻
究
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
耶
蘇
教
の
み
に
限

ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。

　

ま
た
耶
蘇
教
が
「
人
種
の
区
別
を
な
さ
ず
世
界
万
国
の
民
を
し
て
等
し
く
神
の

民
た
ら
し
め
ん
こ
と
を
求
む
る
」
点
を
さ
す
の
な
ら
、
博
士
の
云
う
す
べ
て
の
宗

教
は
日
本
教
育
の
精
神
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
世
界
的
宗
教
（
ウ

オ
ル
ド
リ
リ
ヂ
ョ
ン
）
で
あ
る
以
上
、
い
ず
れ
も
人
種
の
区
別
を
し
な
い
か
ら
で

あ
る
。

　

さ
て
「
神
の
国
」
の
民
た
る
こ
と
と
、
日
本
帝
国
の
良
民
た
る
こ
と
と
は
衝
突

す
べ
き
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
耶
蘇
教
に
い
う
「
神
の
国
」
が
日
本
帝
国

の
よ
う
な
一
帝
国
で
あ
っ
て
相
対
峙
す
る
も
の
な
ら
ば
、
彼
の
国
民
た
ら
し
め
ん

と
す
る
の
と
、
此
の
国
民
た
ら
し
め
ん
と
す
る
の
と
は
、
衝
突
す
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
彼
と
此
れ
と
は
全
く
別
の
意
義
に
て
の
国
で
あ
る
こ
と
を
記
憶
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
同
一
人
で
あ
っ
て
も
、
神
の
国
と
こ
の
世
の
国
で
あ
る
こ
と
が
で
き
る

の
だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
意
義
に
お
け
る
国
民
た
ら
し
め
よ
う

と
す
る
こ
と
が
、
ど
う
し
て
衝
突
な
ん
か
生
じ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
同

一
平
面
上
で
の
衝
突
そ
の
も
の
が
成
立
し
な
い
こ
と
を
、
彼
は
云
お
う
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。（
こ
の
点
を
指
摘
し
た
の
は
、
こ
の
論
争
中
で
大
西
の
み
で
あ
っ

た
。）

　

耶
蘇
教
に
は
君
父
の
上
に
天
父
あ
り
耶
蘇
あ
り
と
説
く
、
故
に
忠
孝
に
反
す
、

国
体
に
反
す
と
、
世
人
は
往
々
に
し
て
言
う
。
し
か
し
、
宇
宙
で
最
も
尊
ぶ
べ
き

は
神
な
り
と
言
う
の
と
、
国
家
の
元
首
は
国
家
の
至
尊
な
り
と
い
う
の
と
は
、
必

ず
し
も
衝
突
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
衝
突
す
る
か
ど
う
か
は
、
神
が
何
を
命
じ

る
か
、
元
首
が
何
ご
と
を
命
じ
る
か
に
よ
る
。
真
理
を
非
真
理
と
せ
よ
と
命
じ
る

国
家
元
首
が
あ
れ
ば
、
哲
学
者
は
断
頭
台
上
の
露
と
消
え
よ
う
と
も
信
じ
る
所
を

ま
げ
て
は
な
ら
ぬ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

も
っ
と
も
、
学
者
を
坑
に
し
た
元
首
も
あ
る
か
ら
、
両
者
が
衝
突
す
る
場
合
が
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な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
何
故
に
何
の
た
め
に
、
日
本
で
そ
の
よ
う
な
衝
突

の
お
こ
ら
ざ
る
を
え
ぬ
と
云
う
の
か
。

　

神
は
何
を
命
じ
る
か
と
問
え
ば
、
正
善
を
な
せ
と
い
う
。
耶
蘇
教
は
道
徳
的
宗

教
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
行
為
が
正
し
い
と
知
れ
ば
、
そ
れ
を
為
す
に
あ
た
っ
て
、

そ
れ
を
神
の
命
ず
る
所
と
念
ふ
動
力
が
添
わ
り
来
る
と
い
う
が
、
耶
蘇
教
に
は
君

父
以
外
に
神
と
い
う
者
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
之
を
以
て
君
父
を
尊
敬

す
る
心
と
衝
突
す
る
と
は
云
え
な
い
。

　

ま
た
元
良
博
士
は
「
宗
教
は
個
人
的
な
も
の
、（
修
身
）
教
育
は
社
会
的
の
物
、

故
に
衝
突
は
個
人
と
社
会
と
の
衝
突
な
り
」
と
い
う
が
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
す

べ
て
の
宗
教
は
教
育
と
衝
突
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

つ
ぎ
に
大
西
は
、
よ
り
一
般
的
な
議
論
へ
進
め
て
い
う
。
そ
も
そ
も
衝
突
と

か
、
反
対
傾
向
を
相
摩
し
て
初
め
て
社
会
は
進
歩
す
る
。
現
実
生
活
は
一
状
態
よ

り
他
の
状
態
へ
昇
り
ゆ
く
不
休
の
活
動
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
に
言
わ
せ
る
と
、
矛

盾
が
理
性
の
進
歩
の
動
力
で
あ
る
。
理
性
の
妙
義
は
、
矛
盾
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ

つ
つ
演
じ
だ
さ
れ
る
全
法
界
（
世
界
）
の
進
化
の
道
行
に
現
れ
る
。
だ
か
ら
一
方

の
傾
向
に
の
み
自
ら
を
合
体
せ
し
め
る
に
よ
っ
て
始
め
て
自
分
の
命
脈
を
保
ち
う

る
よ
う
な
単
調
子
で
貧
相
な
国
家
な
ら
ば
、
そ
の
将
来
は
決
し
て
多
望
だ
と
言
う

こ
と
は
で
き
な
い
。

　

今
日
の
「
衝
突
」
な
る
も
の
は
、
実
は
宗
教
上
の
事
柄
に
お
け
る
進
取
と
保
守

と
の
衝
突
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
耶
蘇
教
と
我
が
国
家
（
の
教
育
）
に
対
す

る
衝
突
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
わ
が
国
家
内
の
保
守
主
義
に
対
す
る
衝
突
で
あ

る
。

　

衝
突
と
は
、
実
は
こ
の
保
守
と
進
取
、
惰
性
と
動
性
と
の
撞
着
の
こ
と
に
他
な

ら
な
い
。
静
止
と
変
化
と
の
傾
向
の
互
い
に
よ
ろ
し
き
釣
合
い
を
保
つ
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　

耶
蘇
教
が
今
日
に
お
い
て
こ
そ
進
取
的
傾
向
と
相
結
び
来
た
っ
て
い
る
か
ら
と

い
っ
て
、
こ
れ
を
以
て
直
ち
に
わ
が
国
家
ま
た
は
教
育
に
衝
突
す
る
と
云
う
こ
と

は
で
き
な
い
。
国
家
や
教
育
を
保
守
主
義
の
上
か
ら
見
る
傾
向
と
は
衝
突
す
る

が
、
耶
蘇
教
家
と
い
え
ど
も
他
日
、
保
守
的
傾
向
を
と
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
保

証
は
な
い
〔
後
に
そ
の
通
り
に
な
っ
た
…
…
引
用
者
〕
。

　

耶
蘇
教
は
日
本
化
す
る
と
と
も
に
、
日
本
を
化
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
保
守
、

進
取
に
か
か
わ
ら
ず
、
と
に
か
く
今
日
の
国
家
は
こ
れ
を
安
ら
か
に
、
そ
れ
自
体

内
に
宿
す
べ
き
で
あ
る
。
い
ま
耶
蘇
教
は
、
わ
が
民
心
に
付
与
す
べ
き
新
元
気
・

新
精
神
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
耶
蘇
教
を
同
化
し
え
な
い
ほ
ど
胃
弱
な
国
民
は
、

耶
蘇
教
な
ど
の
侵
入
が
な
く
と
も
、
そ
の
将
来
は
多
望
な
り
と
は
言
え
な
い
。

　

こ
う
云
っ
た
上
で
、
今
一
度
く
り
か
え
し
て
、
次
の
よ
う
に
駄
目
を
お
し
て
い

る
。
近
来
、
教
育
勅
語
を
説
明
し
て
そ
の
道
徳
主
義
は
か
く
か
く
な
り
、
そ
の
倫

理
的
根
拠
は
云
々
な
り
と
、
サ
モ
誇
り
顔
に
唱
ふ
る
者
あ
る
を
聞
く
が
、〔
勅
語

の
後
ろ
楯
か
ら
離
れ
て
〕
自
分
自
身
の
倫
理
説
と
し
て
世
に
出
す
の
が
穏
当
な
こ

と
で
あ
る
。
要
は
実
例
に
照
ら
し
て
以
て
実
行
を
励
ま
し
む
る
に
あ
る
。

　

こ
の
最
後
に
あ
る
「
実
例
に
照
ら
し
て
実
行
を
励
ま
」
す
こ
と
こ
そ
肝
要
と

い
う
点
は
、
井
上
を
含
め
た
攻
撃
側
に
と
っ
て
最
も
響
く
痛
点
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
、
も
し
教
育
勅
語
を
必
要
と
す
る
の
な
ら
、
そ
の
論
者
は
文
字
通
り
そ
の
徳
行

を
実
行
す
る
義
務
が
あ
る
と
迫
る
内
村
鑑
三
の
反
論
（「
文
学
博
士
井
上
哲
次
郎
君
に

呈
す
る
公
開
状
」
明
治
二
六
年
二
月
、『
全
集
』
第
二
巻
）
と
も
軌
を
同
じ
く
す
る
。
し
か

し
そ
れ
は
植
村
正
久
ら
の
良
心
の
自
由
論
に
立
つ
、
政
教
分
離
と
は
異
質
の
内
村

独
特
の
も
の
で
あ
っ
て
、
此
の
点
で
は
大
西
と
は
別
次
元
で
あ
る
。

　

私
は
井
上
博
士
の
『
勅
語
衍
義
』（
明
治
二
四
年
）
を
読
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
、
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―

と
大
西
は
云
っ
て
い
る
。―

以
前
の
批
評
論
文
を
書
い
た
時
に
は
、
殊

更
に
井
上
博
士
を
反
駁
し
よ
う
と
欲
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
今
や
沢
柳
政
太

郎
、
三
宅
雄
二
郎
氏
の
い
わ
れ
る
所
に
よ
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
点
に
お
い

て
井
上
博
士
と
争
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
、
こ
こ
で
〔
明
治
二
六
年
〕
初
め
て「
井
上
」

の
名
も
出
し
て
、
旗
幟
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
論
説
の
要
点
は
、
通
例
、
次
の
ご
と
く
ま
と
め
ら
れ
る
。

（
１
）（
勅
語
の
脱
神
聖
化
、
相
対
化
）。
勅
語
は
国
民
の
徳
目
を
並
べ
た
も
の
に

す
ぎ
ず
、
一
定
の
倫
理
学
説
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
倫
理
学
研

究
は
勅
語
に
拘
束
さ
れ
ず
に
自
由
で
あ
る
。

（
２
）（
普
遍
的
価
値
の
優
位
）。
キ
リ
ス
ト
教
は
教
理
の
内
容
上
、
反
国
家
的
で

も
国
家
を
危
う
く
す
る
も
の
で
も
な
い
。
あ
る
思
想
を
「
反
国
家
的
」
と

決
め
つ
け
て
、
思
想
の
自
由
を
束
縛
し
て
は
い
け
な
い
。

（
３
）（
国
家
と
宗
教
と
の
次
元
的
分
離
）。
そ
も
そ
も
勅
語
と
キ
リ
ス
ト
教
と
は

次
元
を
異
に
す
る
か
ら
、
実
は
衝
突
し
得
な
い
。
現
に
衝
突
し
て
い
る
の

は
、
保
守
と
進
歩
思
想
と
の
間
の
こ
と
に
過
ぎ
な
い
。

（
４
）（
忠
孝
の
相
対
化
と
、
普
遍
主
義
の
提
示
）。「
忠
・
孝
が
道
徳
の
基
本
で

あ
る
」
と
は
、
論
理
的
に
も
内
容
的
に
も
断
定
で
き
な
い
。
さ
ら
に
忠
孝

と
て
も
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
、
人
類
存
在
の
目
的
に
必
要
で
あ
る
か

ぎ
り
の
こ
と
で
あ
る
。

　

全
体
と
し
て
、
自
由
な
研
究
の
必
要
と
、「
人
類
存
在
の
目
的
」
は
何
か
を
問

う
こ
と
が―

こ
の
両
概
念
は
「
良
心
起
原
論
」
の
キ
イ
・
ワ
ー
ド
で
あ
っ
た
。

―

真
の
問
題
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
《
時
論
・
時
評
》
は
、
見
事
に
彼

の
倫
理
学
、
と
り
わ
け
「
良
心
起
原
論
」
の
中
心
テ
ー
マ
へ
直
結
し
て
い
く
。
そ

れ
は
彼
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
「
良
心
論
」
で
あ
る
。

三
　

「
教
育
勅
語
」
と
倫
理
説

　

た
し
か
に
こ
れ
だ
け
で
も
、
そ
の
水
準
は
、
今
日
か
ら
み
て
も
断
然
群
を
抜
い

て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
な
い
。
そ
の
な
か
で
、
最
も
大
き
な
問
題
は
、「
教

育
勅
語
と
倫
理
説
と
を
混
同
す
る
な
」
と
い
う
論
点
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
彼
自

身
の
自
覚
範
囲
を
越
え
て
、
ま
た
「
教
育
」
勅
語
を
も
越
え
て
、《
勅
語
と
倫
理

学
》
の
関
係
を
問
う
問
題
意
識
で
あ
り
、
そ
れ
は
明
治
末
年
以
降
の
井
上
哲
次
郎

ら
の
呼
称
で
い
え
ば
、「
国
民
道
徳
論
」
と
の
関
係
の
問
題
と
な
る
＊
。
即
ち
《
国

民
道
徳
論
と
倫
理
学
》
の
関
係
一
般
と
い
う
、
近
代
日
本
の
倫
理
学
に
お
け
る
最

重
要
課
題―

《
伝
統
倫
理
と
近
代
倫
理
》
の
問
題―

を
内
包
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
詳
説
で
き
な
い
が
、
な
ぜ
日
本
に
近
代
倫
理
学
が
大
西

を
継
承
し
て
順
当
に
成
立
・
発
展
せ
ず
《
屈
折
》
し
て
行
っ
た
か
と
い
う
問
題
に

つ
な
が
る
の
で
あ
る
（
堀
孝
彦
『
日
本
に
お
け
る
近
代
倫
理
の
屈
折
』
未
来
社2002

）
。

＊
こ
の
呼
称
と
し
て
は
H
・
ス
ペ
ン
サ
ー
のnational m

orarity

（Social Studies 1851 

『
社
会
静
学
』）
が
あ
り
、
す
で
に
「
国
民
ノ
道
徳
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
（
松
島
剛
訳
『
社

会
平
権
論
』
明
治
十
四
年
）。
関
口
す
み
子
『
国
民
道
徳
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
東
大
出
版

会2007　

ⅶ
頁
。

　

さ
て
勅
語
批
判
に
お
け
る
大
西
の
問
題
提
起
は
、手
近
な
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。

す
な
わ
ち
「
近
頃
、
教
育
勅
語
に
注
釈
を
附
す
る
こ
と
頗
る
流
行
す
」
で
あ
る
。

　

井
上
哲
次
郎
の
『
勅
語
衍
義
』
は
、
単
に
解
説
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
勅
語
の

趣
旨
に
合
う
説
で
も
っ
て
自
己
の
倫
理
説
を
正
当
化
し
、
他
の
説
を
勅
語
の
趣
旨

に
反
す
る
と
し
て
批
判
し
、
勅
語
を
盾
と
し
て
倫
理
説
上
の
論
争
を
決
定
し
よ
う

と
し
た
か
ら
（
船
山
信
一
『
日
本
の
観
念
論
者
』1956 

『
著
作
集
』
第
八
巻p.125, 149

）
、

こ
の
態
度
を
こ
そ
大
西
が
最
大
限
に
批
判
し
た
の
で
あ
っ
た
。「
勅
語
を
楯
に
着

て
、倫
理
説
場
裡
に
争
は
ん
と
す
る
者
あ
ら
ば
、予
は
之
を
卑
怯
な
り
と
云
は
ん
」
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で
あ
る
。

《
而
し
て
其
注
釈
な
る
も
の
は
、
固
よ
り
一
私
人
の
見
て
以
て
勅
語
の
意

義
と
な
す
も
の
に
外
な
ら
ざ
る
べ
し
。
一
私
人
の
見
る
所
な
る
が
故
に
、

そ
の
勅
語
を
解
す
る
の
趣
に
於
て
、
彼
れ
此
れ
相
異
な
る
所
な
き
を
得

ず
。》（
②
論
文
）

　

勅
語
に
注
釈
を
下
そ
う
と
す
れ
ば
、
意
見
を
異
に
す
る
の
は
止
む
を
得
な
い
こ

と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
「
其
意
見
を
異
に
す
る
が
為
に
、
或
は
相
罵
り
て
乱
臣
賊

子
と
ま
で
呼
ぶ
者
な
き
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
当
然
、
自

由
な
考
察
、
討
議
が
要
請
さ
れ
て
く
る
が
、
重
要
な
の
は
そ
の
先
で
あ
る
。
元
良

勇
次
郎
博
士
の
言
、「
日
本
の
教
育
は
将
来
は
い
ざ
知
ら
ず
今
日
に
於
て
は
日
本

人
を
し
て
日
本
帝
国
の
良
臣
民
た
ら
し
め
ん
こ
と
を
以
て
目
的
と
す
。
両
者
〔
キ

リ
ス
ト
教
と
日
本
教
育
〕
豈
衝
突
な
き
を
得
ん
や
」（
④
よ
り
引
用
）
や
、『
基
督

教
青
年
』
か
ら
、「
耶
蘇
教
は
宇
宙
に
横
は
り
教
育
は
国
家
の
上
に
立
つ
者
な
り
」

〔
国
家
を
前
提
に
し
、国
家
に
制
約
さ
れ
る
〕を
引
用
し
、そ
れ
に
対
し
て
大
西
は
、

そ
う
で
あ
る
な
ら
耶
蘇
教
の
み
で
な
く
、
仏
教
を
は
じ
め
諸
宗
教
、
哲
学
、
科
学

全
体
も
均
し
く
「
宇
宙
に
横
は
る
」
か
ら
、
み
な
「
日
本
教
育
の
精
神
に
矛
盾
す

る
こ
と
に
な
る
」
と
反
撃
し
て
い
る
。
因
み
に
い
う
と
大
西
は
他
所
で
も
し
き
り

と
「
仏
教
」
を
味
方
に
引
き
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
日
本
に
移

入
さ
れ
て
以
後
の
仏
教
に
、「
普
遍
主
義
的
」
宗
教
を
期
待
す
る
の
は
、
戦
術
的

に
は
と
も
か
く
無
理
で
あ
ろ
う
。教
育
勅
語
以
後
と
く
に
、元
良
が
肯
定
的
に
言
っ

て
い
る
よ
う
に
、《
教
育
＝
国
家
教
育
》
と
な
り
、
そ
れ
以
外
の
教
育
の
存
在
を

否
定
す
る
方
向
が
強
化
さ
れ
、ま
さ
に
そ
の
体
制
を
「
教
育
勅
語
」
そ
の
も
の
と
、

当
面
の
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
教
育
と
宗
教
と
の
衝
突
」
論
争
と
が
そ
の
有
力
な
根
拠

と
な
っ
て
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
大
西
は
批
判
し
て
言
う
。

《
人
或
は
云
ふ
忠
孝
は
道
徳
の
基
本
な
り
特
に
我
国
に
於
け
る
道
徳
の
基

本
な
り
》、《
我
国
の
道
徳
は
其
基
本
忠
孝
に
あ
れ
ど
も
西
洋
の
は
亦
他
に

其
基
本
を
有
す
と
云
ふ
可
ら
ず
。
人
或
は
云
は
む
。
東
西
古
今
を
通
じ
て

道
徳
の
同
一
な
り
と
考
ふ
る
は
只
だ
想
像
の
論
の
み
、
道
徳
豈
に
其
実
際

に
於
て
時
と
処
に
よ
り
て
異
な
る
な
き
を
得
ん
や
と
。
斯
か
る
論
者
の
言

を
解
し
て
道
徳
に
は
毫
も
一
定
普
通〔
＝
普
遍
〕の
原
理
な
し
、標
準
な
し
、

基
本
な
し
と
云
ふ
の
意
と
な
す
べ
く
ば
、
そ
の
如
き
の
論
は
遂
に
倫
理
破

壊
説
に
陥
ら
ざ
る
可
ら
ず
。
一
定
普
通
〔
＝
普
遍
〕
の
原
理
な
く
標
準
な

く
基
本
な
く
ば
、
善
悪
正
邪
の
区
別
は
遂
に
只
だ
一
個
人
的
な
も
の
、
一

瞬
間
的
の
も
の
た
ら
ん
。
一
個
人
が
彼
時
若
し
く
は
此
時
に
正
と
思
ひ
邪

と
思
ふ
こ
と
の
外
に
絶
え
て
正
邪
は
無
き
こ
と
な
ら
ん
、
又
道
徳
上
誤
謬

と
云
ふ
べ
き
も
の
ヽ
無
き
こ
と
と
な
ら
ん
、
…
…
只
だ
漫
然
、
道
徳
は
時

と
処
に
よ
り
て
異
る
と
唱
ふ
る
如
き
の
論
者
も
窃
に
一
国
民
、
若
し
く
は

一
社
会
に
通
ず
る
民
心
の
性
情
あ
る
こ
と
を
仮
定
し
、
而
し
て
其
仮
定
の

上
に
倫
理
道
徳
を
建
設
し
得
と
思
は
ざ
る
は
な
か
る
べ
し
。
…
…
も
し
そ

の
如
く
其
国
民
、
其
社
会
に
取
り
て
の
一
般
普
通
の
道
徳
を
建
設
し
得
べ

く
ん
ば
何
が
故
に
人
類
に
於
け
る
の
通
性
あ
り
と
し
て
、
人
類
に
取
り
て

の
一
般
普
通
の
道
徳
を
建
設
し
得
ざ
る
や
、
倫
理
学
説
に
於
て
究
め
入
る

べ
き
所
は
只
に
一
国
民
に
関
す
る
の
状
態
に
あ
ら
ず
し
て
、
人
類
に
通
ず

る
終
極
の
基
本
な
り
。
…
…
人
道
を
離
れ
て
一
国
民
の
道
徳
を
学
理
上
立

せ
ん
と
す
る
は
、
盲
目
学
者
の
論
の
み
。》
①
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）

　

こ
の
大
西
の
批
判
的
立
場
は
、
普
遍
主
義
的
な
《
近
代
倫
理
》
に
属
す
る
が
、

対
立
的
な
井
上
の
『
国
民
道
徳
大
意
』（
明
治
四
四
年
）
を
見
て
み
よ
う
。

《
倫
理
学
は
段
々
と
西
洋
の
学
問
が
入
っ
て
来
る
に
伴
ひ
、日
本
で
も
起
っ

て
来
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
ま
だ
是
迄
の
や
う
な
倫
理
学
と
云
ふ
も
の
は
多

く
西
洋
の
倫
理
学
者
の
研
究
を
受
継
い
だ
有
様
で
あ
っ
て
、
倫
理
学
者
と

云
ふ
も
の
は
多
く
国
民
道
徳
を
度
外
視
し
て
居
る
、
国
民
道
徳
の
研
究
を

怠
っ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
…
…
〔
彼
ら
は
〕
国
民
道
徳
と
云
ふ
も
の

は
倫
理
学
の
範
囲
外
に
駆
逐
し
た
や
う
な
状
況
を
呈
し
て
来
た
の
で
あ
り

ま
す
。
…
…

西
洋
の
倫
理
学
は
日
本
の
や
う
に
国
民
道
徳
を
研
究
す
る
必
要
は
な
か
っ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

た0

の
で
あ
り
ま
す
。
西
洋
の
倫
理
学
は
西
洋
の
学
者
が
色
々
な
倫
理
学
上

の
事
実
を
土
台
と
し
て
研
究
し
て
来
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
日
本
人
が
倫

理
学
を
研
究
す
る
に
当
っ
て
は
国
民
道
徳
を
一
の
重
要
な
事
実
と
し
て
研

究
せ
ん
け
れ
ば
な
ら
ぬ
》（「
国
民
道
徳
大
意
」1910

明
治
四
四
年
五
月
二
三
日
述
。

一
一
頁
）（
傍
点
は
引
用
者
）
。

　

こ
こ
で
井
上
は
、
な
ぜ
「
西
洋
の
倫
理
学
は
国
民
道
徳
を
研
究
す
る
必
要
は
な

か
っ
た
」
か
、
そ
の
理
由
を
詳
し
く
述
べ
て
い
な
い
が
、
国
民
教
育
と
い
う
も
の

は
「
各
個
人
の
上
に
個
人
教
育
を
施
す
と
い
う
こ
と
…
…
丈
で
は
足
ら
ぬ
、
其
個

人
は
矢
張
国
民
の
一
分
子
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
各
個
人
が
此
国
民
と
云
ふ
共
同
団

体
を
成
し
て―

「
造
っ
て
」
で
は
な
く
、「
成
し
て
」
＊―

発
展
し
て
行
く

為
め
に
要
す
る
特
別
な
教
育
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」（
三
頁
）
と
し
て
い
る
。
つ

ま
り
彼
は
、
自
立
し
た
個
人
が
成
立
せ
ず
、「
矢
張
り
」―

い
わ
ば
先
天
的
に

―

国
家
の
「
一
分
子
」
と
し
て
の
国
民
だ
か
ら
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
そ
の
理

由
を
求
め
て
い
る
。
日
本
国
民
に
「
特
殊
な
」
教
育
と
い
う
と
こ
ろ
に
も
、
そ
の

特
色
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
は
現
在
に
ま
で
及
ぶ
、
未
だ
に
国
境
を
超
え
ら
れ
ぬ

歴
史
認
識
と
か
、
国
境
を
超
え
ら
れ
な
い
道
徳
と
か
い
う
問
題
で
あ
る
。

＊
「
造
」
と
「
成
」
の
違
い
は
、い
わ
ゆ
る
〈
古
層
〉
に
つ
な
が
る
極
め
て
重
要
な
キ
イ
・

ワ
ー
ド
で
あ
る
。
一
例
を
聖
書
（
ヨ
ハ
ネ
一
の
三
）
の
翻
訳
経
過
で
示
す
と
、
中
国
語

訳
の
影
響
が
強
か
っ
た
『
明
治
元
訳
』
の
「
万
物
こ
れ
に
由
り
て
造
ら
る
」
が
、『
改

訳
　

新
約
聖
書
』
か
ら
「
萬
の
物
こ
れ
に
由
り
て
成
り
」
へ
と
変
わ
り
、
現
行
の
「
万

物
は
言

こ
と
ば

に
よ
っ
て
成
っ
た
」（『
新
共
同
訳
』）
に
至
っ
て
い
る
（
鈴
木
範
久
『
聖
書
の

日
本
語
』2006

岩
波
書
店
）。

　

そ
れ
に
対
し
大
西
は
、
勅
語
と
い
う
も
の
を
、ど
う
位
置
づ
け
、ど
う
《
転
釈
》

し
て
い
る
だ
ろ
う
か
（
意
訳
）
。

《
勅
語
は
国
民
の
守
る
べ
き
個
々
の
徳
行
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

一
定
の
倫
理
説
を
掲
げ
て
、
そ
れ
を
布
く
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。
巧

［
↓
↓
功
］
利
主
義
者
は
、
巧マ

マ

利
を
挙
げ
る
た
め
に
克
く
忠
に
克
く
孝
に

教
え
る
だ
ろ
う
し
、
巧マ

マ

利
主
義
倫
理
説
も
勅
語
と
相
容
れ
な
い
と
は
云
え

な
い
。
そ
れ
な
の
に
勅
語
に
従
え
ば
道
徳
の
基
本
は
云
々
な
り
、
他
の
道

徳
論
は
皆
勅
語
の
旨
意
に
反
す
な
ど
と
、
勅
語
と
倫
理
説
と
を
混
同
し
て

い
る
も
の
が
多
い
。
勅
語
が
一
定
の
倫
理
説
を
布
く
た
め
に
与
え
ら
れ
た

も
の
な
ら
ば
、
遂
に
あ
る
種
類
の
倫
理
学
者
を
坑
に
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
に

至
ら
ん
》
②
。

だ
か
ら
倫
理
主
義
の
争
は
、
こ
れ
を
人
間
の
自
由
の
討
究
に
委
ね
て
よ
い
。
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《
勅
語
に
倫
理
説
的
の
意
義
を
注
ぎ
込
む
は
、
是
れ
却
て
其
功マ

マ

用
を
狭
ば

む
る
者
と
謂
ひ
つ
べ
し
。
忠
孝
を
道
徳
の
淵
源
と
云
ふ
も
、
之
に
倫
理
説

的
の
意
義
を
附
せ
ざ
ら
ん
こ
と
を
要
す
。
国
民
と
し
て
は
其
元
首
を
敬
し

て
、
国
家
の
統
一
を
計
る
が
、
先
つ
国
民
と
し
て
の
義
務
の
須
要
な
る
所

な
り
、
又
子
と
し
て
一
家
に
生
る
れ
ば
、
先
づ
親
を
敬
愛
す
る
が
そ
の

子
と
し
て
の
徳
行
の
須
要
な
る
所
な
り
と
云
ふ
程
の
意
味
に―

〔
だ

け
勅
語
を
〕―
解
す
る
が
、
最
も
妥
当
な
ら
ん
と
考
ふ
。
予
は
こ
れ    

よ
り
以
外
の
（
若
し
く
は
以
上
の
）
意
義
を
附
す
る
の
必
要
を
見
ざ
る
な

り
。
…
…
…
現
今
の
状
態
に
於
て
は
、
国
家
の
統
一
な
る
も
の
が
、
人
類

の
進
歩
を
促
す
の
道
た
る
な
り
。
且
又
我
国
家
の
過
去
と
将
来
と
を
考
へ

て
、
忠
孝
に
は
克
く
注
意
す
る
を
要
す
と
云
ふ
こ
と
は
、
敢
て
否
む
の
理

由
な
か
ら
ん
。
然
れ
ど
も
、
斯
程
の
事
を
許
容
す
る
と
、
忠
孝
を
道
徳
の

基
本
な
り
と
放
言
す
る
と
は―

勅
語
な
い
し
そ
の
解
釈
に
対
し
「
放

言
」
の
語
を
用
い
て
い
る
［
引
用
者
］
。―

す
る
と
は
、
決
し
て
同
一
義

に
あ
ら
ざ
る
な
り
。》
②
、
全
集
六
・
57―

58
頁
。

　

大
西
は
、「
他
人
に
し
て
、
其
私
に
見
る
所
を
以
て
、
勅
語
を
解
す
る
自
由
あ

ら
ば
、
予
も
亦
、
予
の
見
る
所
を
以
て
、
之
を
解
す
る
の
自
由
あ
り
」
と
、
勅
語

解
釈
の
自
由
を
堂
々
と
認
め
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
れ
を
一
般
化
し
て
、
そ
も
そ
も

衝
突
と
か
、
反
対
傾
向
を
相
摩
し
て
初
め
て
社
会
は
進
歩
す
る
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
を

引
き
つ
つ
、
矛
盾
こ
そ
が
理
性
の
進
歩
の
動
力
で
あ
る
。
な
に
か
と
い
え
ば
「
国

家
の
安
寧
」
を
担
ぎ
出
し
て
学
術
宗
教
の
自
由
を
束
縛
せ
ん
と
す
る
の
は
、
決
し

て
策
の
得
た
る
も
の
で
な
い
（
②
）。
こ
う
し
て
、勅
語
の
神
聖
性
（
＝
特
殊
性
）

を
限
り
な
く
は
ぎ
取
っ
て
い
く
。

　

勅
語
を
説
明
す
る
な
ら
、
自
分
の
倫
理
説
と
し
て
世
に
出
す
の
が
穏
当
な
こ
と

で
あ
る
（
④
）。
も
し
勅
語
を
楯
に
着
て
、
倫
理
説
場
に
争
お
う
と
す
る
者
が
あ

れ
ば
、「
予
は
之
を
卑
怯
な
り
云
は
ん
」（
①
）
と
い
う
。

　

勅
語
の
扱
い
方
、
勅
語
と
倫
理
説
と
の
関
係
と
い
っ
て
も
多
様
で
あ
る
。
勅

語
発
布
の
直
後
の
十
一
月
三
日
に
一
高
校
長
・
木
下
広
次
は
、
勅
語
奉
読
の
後
、

「
抑
も
此
勅
語
は
我
国
教
育
の
基
礎
学
制
の
大
本
に
し
て
決
し
て
学
理
学
説
と
同

一
視
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
若
し
之
に
違
ふ
も
の
は
こ
れ
を
我
国
民
と
い
ふ
べ
か

ら
ず
万
一
本
校
職
員
或
は
生
徒
に
し
て
之
に
違
へ
る
行
為
あ
る
と
き
は
校
長
素
よ

り
寸
毫
も
仮
借
せ
ざ
る
べ
し
」（『
校
友
会
雑
誌
』
一
号
、
同
年
十
一
月
）
と
述
べ
た
と

言
う
（
山
住
正
己
『
教
育
勅
語
』1980

朝
日
新
聞
社
、
99
頁
）
。
こ
の
場
合
は
、
お
よ
そ

い
か
な
る
自
由
な
学
説
的
解
釈
や
言
動
を
も
許
容
し
な
い
趣
旨
で
あ
る
。
従
っ
て

そ
の
二
ヶ
月
後
、
同
校
に
お
け
る
内
村
鑑
三
「
不
敬
」
事
件
は
避
け
ら
れ
な
い
状

況
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
勅
語
の
中
心
的
作
成
者
で
あ
っ
た
井
上
毅
自
身

は
と
い
う
と
、「
勅
語
解
釈
ノ
一
事
、
近
時
紛
訟
之
門
、
多
議
之
源
ト
ナ
ル
。
真

ニ
言
フ
ニ
忍
ビ
ザ
ル
者
ア
リ
」
と
し
、
た
と
い
真
意
を
取
り
損
な
っ
た
解
釈
が

あ
っ
て
も
非
難
す
る
必
要
も
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
勅
語
の
真
意
は
不
動
の

太
陽
や
星
と
同
様
に
、
様
々
な
解
釈
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
常
に
燦
然
と
輝
い
て
い

る
と
い
う
意
味
か
ら
で
あ
っ
た
（
明
治
25
年
12
月
14
日
、
小
橋
某
に
答
え
る
書
。
八
木
公

生
『
天
皇
と
日
本
の
近
代
』
下
、

292
頁
、
講
談
社
現
代
新
書2001

）
。
こ
れ
を
念
頭
に
し
て

み
れ
ば
、
勅
語
を
「
立
憲
政
体
之
主
義
」
に
基
づ
き
、「
社
会
上
之
君
主
の
著
作

公
告
」、
つ
ま
り
私
的
な
文
書
と
し
て
示
す
こ
と
を
強
調
し
た
の
も
（
山
県
有
朋
あ

て
の
書
簡
、
明
治
二
三
年
六
月
二
〇
日
）
、
国
教
建
立
や
儒
教
主
義
か
ら
切
り
離
す
意
図

に
あ
り
、
そ
れ
が
効
果
を
発
揮
し
て
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
三
代
に
わ
た
る
生
命

力
を
と
も
か
く
も
保
た
せ
た
源
と
な
り
え
た
。
そ
の
際
、
井
上
の
有
名
な
「
君
主
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は
臣
民
之
良
心
之
自
由
に
干
渉
せ
ず
」
も
、
勅
語
作
成
者
ら
の
内
部
に
限
っ
て
み

れ
ば
貴
重
な
思
想
（
立
憲
主
義
）
で
は
あ
っ
て
も
、
決
し
て
市
民
社
会
に
お
け
る

人
権
と
し
て
の
「
良
心
（
内
面
）
の
自
由
」
を
認
め
る
構
造
に
な
っ
て
い
な
い
こ

と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

　

そ
れ
ら
に
対
し
大
西
は
ど
う
か
。 

勅
語
に
対
し
て
あ
か
ら
さ
ま
に
対
峙
し
な

い
と
み
せ
つ
つ
、
実
は
さ
き
の
引
用
に
み
た
如
く
、
換
骨
奪
胎
、
普
遍
主
義
へ
転

換
し
て
云
う
べ
き
こ
と
を
言
い
切
る
。
こ
れ
で
は
「
勅
語
」
の
趣
意
と
根
本
的
に

対
立
し
よ
う
。

　

こ
れ
ら
の
批
判
は
、
勅
語
へ
の
直
接
的
批
判
と
い
う
よ
り
か
、
勅
語
（
を
楯
に

し
た
）解
説
者
へ
の
批
判
を
主
と
し
て
い
る
か
ら
、迂
回
し
た
批
判
と
は
い
え
る
。

そ
れ
を
指
摘
し
た
の
が
、「
大
西
は
勅
語
の
徳
目
そ
の
も
の
と
、
そ
の
解
釈
・
基

礎
づ
け
と
を
区
別
し
、
後
者
を
勅
語
と
は
全
く
別
物
と
見
る
」
と
い
う
船
山
信
一

氏
の
批
判
で
あ
ろ
う
（『
明
治
哲
学
史
研
究
』
一
九
五
頁
、『
船
山
信
一
著
作
集
』
第
六
巻
）
＊
。

し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
、「
そ
の
限
り
大
西
は
ま
た
〔
井
上
著
の
〕『
勅
語
衍
義
』

は
批
判
し
て
も
、勅
語
そ
の
も
の
、そ
の
徳
目
そ
の
も
の
は
批
判
し
な
い
。
い
な
、

大
西
は
勅
語
の
徳
目
が
正
に
勅
語
と
し
て
、
即
ち
天
皇
の
名
に
お
い
て
与
え
ら
れ

る
こ
と
に
対
し
て
も
、
全
く
批
判
を
向
け
て
い
な
い
。
そ
こ
に
大
西
の
批
判
的
精

神
の
限
界
が
あ
る
」
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。

＊
船
山
氏
は
「
日
本
の
観
念
論
者
」
で
も
同
趣
旨
を
述
べ
て
い
た
（『
船
山
信
一
著
作
集
』

第
八
巻
）。「
国
体
に
つ
い
て
も
彼
は
そ
れ
を
批
判
す
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
国
体
に

と
っ
て
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
が
共
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
の
が
大
西
の
考
え
方
で
あ

る
。
こ
こ
に
彼
の
自
由
主
義
の
限
界
あ
る
。
…
…
…
…
し
か
し
国
家
そ
の
も
の
の
批
判

ま
で
は
進
ま
な
く
と
も
、
キ
リ
ス
ト
教
を
擁
護
し
た
こ
と
は
、
深
い
歴
史
的
意
味
が
あ

る
」（
一
四
九
頁
）。

　

「
大
西
は
教
育
勅
語
そ
の
も
の
、
そ
の
道
徳
を
批
判
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
彼
は

た
だ
教
育
勅
語
を
特
定
の
倫
理
説
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
よ
う
と
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は

そ
も
そ
も
倫
理
説
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
よ
う
と
す
る
こ
と
、
教
育
勅
語
を
楯
に
と
っ
て

自
分
の
倫
理
説
を
正
し
い
と
し
て
他
の
倫
理
説
を
誤
り
と
す
る
こ
と
、
勅
語
に
違
背
す

る
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
勅
語
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
の
能
不
能
、
巧
拙
に
よ
っ
て
倫
理

説
を
判
断
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
の
で
あ
る
」（
一
五
〇
頁
）。

　

し
か
し
大
西
の
勅
語
批
判
は
、到
底
そ
れ
だ
け
と
は
云
え
な
い
。
た
し
か
に「
忠

孝
と
道
徳
の
基
本
」
①
は
、忠
孝
は
道
徳
の
基
本
だ
と
述
べ
る
「
人
」〔
＝
解
説
者
〕

へ
の
批
判
が
表
に
出
て
い
る
が
、
勅
語
自
体
も
そ
の
よ
う
に―

道
徳
の
基
本

は
忠
孝
だ
と―

主
張
し
て
お
り
、や
は
り
「
勅
語
」
批
判
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。「
耶

蘇
教
問
題
」
③
や
、「
当
今
の
衝
突
論
」
④
は
勅
語
そ
の
も
の
か
ら
離
れ
る
面
が

あ
る
が
、「
教
育
勅
語
と
倫
理
説
」
②
は
、
道
徳
は
「
中
外
に
施
し
て
悖
ら
ざ
る
」

の
文
面
を
も
借
り
な
が
ら
、「
一
国
家
一
時
代
に
の
み
行
は
」
れ
る
も
の
で
な
い

と
普
遍
化
す
る
一
方
、
さ
ら
に
、
勅
語
は
「
個
々
の
徳
行
を
列
挙
し
た
る
者
に
は

あ
れ
ど
も
」、「
一
定
の
倫
理
説
を
布
か
ん
為
に
与
へ
ら
れ
た
る
者
に
あ
ら
ざ
る
べ

し
」
②
と
の
限
定
を
付
し
て
い
る
。
勅
語
自
体
へ
の
批
判
を
回
り
道
し
て
迂
回
し

た
面
は
あ
っ
て
も
、
回
避
し
た
と
は
云
え
な
い
。

　

よ
り
細
か
に
見
て
み
る
と
、「
勅
語
を
以
て
倫
理
上
の
主
義
の
争
を
な
す
は
不

可
な
り
」
②
と
繰
り
返
し
た
上
で
、
第
四
論
文
末
尾
で
、
第
二
論
文
に
言
及
し
つ

つ
、
た
と
い
勅
語
の
注
釈
の
必
要
無
し
と
ま
で
は
い
わ
な
い
が
、「
可
成
り
手
近

き
解
釈
に
止
め
て
、
倫
理
説
上
根
本
の
所
に
迄
論
じ
及
ぼ
さ
ざ
る
が
、
却
っ
て
勅

語
の
趣
旨
に
か
な
ふ
者
な
ら
ん
」（
②
と
④
）
と
繰
り
返
し
て
い
る
。
勅
語
解
釈

に
深
入
り
せ
ぬ
が
よ
い
と
、
勅
語
の
持
つ
意
味
、
妥
当
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
を

主
と
し
、
そ
れ
が
私
的
な
個
人
的
文
書
で
あ
っ
て
公
的
な
意
味
を
も
た
せ
な
い
よ
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う
に
極
力
努
め
て
い
る
。
し
か
も
勅
語「
体
制
」が
未
完
成
な
当
時
に
あ
っ
て
は
、

戦
術
と
し
て
も
、
勅
語
を
私
的
発
言
の
範
囲
に
閉
じ
こ
め
る
こ
と
の
有
効
性
も
、

ま
た
後
代
に
比
し
大
き
か
っ
た
と
云
え
よ
う
。

　

こ
の
こ
と
は
、
一
方
で
は
学
者
と
し
て
の
研
究
の
自
由
を
断
固
確
保
す
る
が
、

勅
語
そ
の
も
の
に
は
あ
ま
り
言
及
し
な
い
で
お
き
た
い
、
結
果
的
に―

と
く

に
後
代
か
ら
み
れ
ば―

一
般
大
衆
に
は
、
そ
っ
と
し
て
お
く
と
い
う
、
研
究

と
教
育
と
の
二
元
化
へ
の
お
そ
れ
も
感
じ
取
れ
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
、
あ

く
ま
で
勅
語
を
も
天
皇
の
個
人
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
閉
じ
こ
め
、
そ
れ
に
限
定

し
、
そ
の
拘
束
力
か
ら
の
自
由
を
確
保
し
よ
う
と
し
、
そ
れ
が
学
者
だ
け
に
限
定

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、「
学
童
を
し
て
し
ば
し
ば
勅
語
を
礼
拝
せ
し
む
る
こ
と

が
、果
た
し
て
勅
語
の
主
意
を
し
て
実
益
あ
ら
し
む
る
道
な
る
か
」（
④
「
衝
突
」
論
、

『
全
集
』
64
頁
）
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
開
始
さ
れ
て
い
た
勅
語
体
制
＝
国

教
儀
礼
化
へ
の
批
判
の
目
も
確
か
で
あ
る
。「
勅
語
に
は
忠
孝
を
さ
へ
も
、
絶
対

の
も
の
な
り
と
は
、
断
じ
あ
ら
ざ
る
な
り
。
忠
孝
の
倫
理
説
上
道
徳
の
基
本
と
云

は
る
ま
じ
き
由よ

し

は
、予
之
を
「
宗
教
十
五
号
」〔「
忠
孝
と
道
徳
の
基
本
」『
全
集
』
第
五
巻
〕

に
論
じ
置
け
り
」
②
と
云
う
。

　

そ
れ
で
も
「
勅
語
の
主
意
」
は
否
定
さ
れ
て
い
な
い
で
は
な
い
か
、
む
し
ろ
そ

の
「
実
益
あ
ら
し
む
る
」
こ
と
を
願
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
と
、
船
山
氏
は
言
い

た
い
か
も
し
れ
ぬ
が
、
こ
れ
ほ
ど
普
遍
主
義
的
に
転
釈
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
そ
の

特
殊
な
権
威
は
剥
奪
さ
れ
て
い
る
と
見
る
。「
若
し
忠
孝
を
君
父〔
＝
主
君
と
父
、

天
皇
〕
の
命
に
従
ふ
の
謂
ひ
な
り
と
解
し
、
而
し
て
之
を
以
て
道
徳
の
基
本
と
な

さ
ば
君
父
の
命
令
そ
れ
自
体
は
道
徳
の
範
囲
外
に
あ
る
こ
と
な
ら
ん
」
①
と
批
判

し
、
君
父
の
命
令
を
も
道
徳
規
範―

し
か
も
「
啻
に
一
国
民
に
関
す
る
の
状

態
に
あ
ら
ず
し
て
、
人
類
に
通
ず
る
終
極
の
基
本
」
た
る
普
遍
的
道
徳―

の

も
と
に
従
属
せ
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。「
最
後
に
記
せ
よ
。
忠
孝
を
道
徳
の
基

本
な
ど
と
唱
ふ
る
は
却
て
忠
孝
の
価
値
を
保
持
す
る
の
途
に
あ
ら
ざ
る
を
。
予
が

論
は
是
れ
却
て
〔
勅
語
か
ら
離
れ
た
普
遍
主
義
的
な
意
味
で
の
〕
忠
孝
〔
一
般
〕

を
し
て
其
価
値
を
永
久
に
保
た
し
む
る
所
以
の
も
の
な
る
を
。
予
は
一
時
を
彌
縫

す
る
底
の
政
略
と
し
て
忠
孝
を
説
か
ざ
る
な
り
」
①
〔
全
集
五
巻
・p.323

〕
。
こ
れ

で
も
な
お
、「
大
西
は
勅
語
の
徳
目
が
正
に
勅
語
と
し
て
、
即
ち
天
皇
の
名
に
お

い
て
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
て
も
、
全
く
批
判
を
向
け
て
い
な
い
。
そ
こ
に
大

西
の
批
判
的
精
神
の
限
界
が
あ
る
」（
船
山
）
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
だ
け
一
気
に
多
面
的
な
批
判
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
誇
っ
て

い
い
。
彼
の
短
い
生
涯
の
、
驚
く
ほ
ど
多
量
な
著
作
全
体
0

0

の
な
か
で
、
勅
語
的
思

惟
へ
の
彼
の
批
判
的
思
索
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
大
西
の
批
判
は
キ

リ
ス
ト
教
信
仰
0

0

に
立
つ
側
か
ら
で
な
く
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
思
想

を
背
景
に
も
つ
、
し
た
が
っ
て
近
代
思
想
的
な
、
哲
学
的
批
判
で
あ
る
。
そ
の
例

は
僅
少
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
こ
と
は
倫
理
学
に
か
ぎ
ら
ず
、
日
本
に
お
け
る
《
近

代
思
想
》
の
実
態―

運
命―

を
示
し
て
い
る
。
所
謂
「
教
育
と
宗
教
と
の

衝
突
」
論
争
は
、「
思
想
」
の
名
に
値
す
る
近
代
日
本
で
は
稀
な
論
争
で
あ
っ
た

た
。
そ
の
な
か
の
白
眉
の
論
説
が
大
西
に
よ
っ
て
示
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
断
片

的
な
も
の
で
な
く
、
彼
の
近
代
倫
理
学
形
成―

良
心
論―

と
一
体
の
も
の

と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

　

な
お
繰
り
返
し
付
言
す
れ
ば
、
大
西
は
そ
の
当
時
、
ど
こ
ま
で
知
り
得
て
い
た

か
は
分
か
ら
な
い
が
、
教
育
勅
語
成
立
過
程
で
、「
君
主
は
臣
民
の
良
心
の
自
由

に
干
渉
せ
ず
」
と
の
立
憲
主
義
に
た
つ
井
上
毅
（
枢
密
院
書
記
官
長
）
が
、
最
後

ま
で
こ
れ
に
法
的
規
制
力
を
も
た
せ
ぬ
よ
う
奮
闘
し
て
い
た
。
そ
れ
は
「
臣
民
の

心
が
け
を
説
諭
す
る
責
任
を
政
府
、
閣
僚
が
負
う
こ
と
な
く
、
あ
く
ま
で
天
皇
個
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人
に
帰
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
」、「
法
律
で
は
な
い
、
天
皇
の
個
人
的

親
書
」（
大
田
堯
『
わ
た
し
た
ち
の
教
育
基
本
法
』2003

）
と
み
な
す
点
で
、
大
西
と
重

な
る
一
面
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
も
結
局
は
貫
徹
で
き
ず
、
さ
ら
に
昭
和

初
期
に
至
る
と
、
却
っ
て
超
法
規
的
な
「
神
（
＝
天
皇
）
の
声
」
と
し
て
猛
威
を

振
る
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
大
臣
副
署
を
欠
き
戦
時
中
に
お
い
て
さ
え
形
式
的
に

は
法
的
強
制
力
を
も
た
な
い
ま
ま
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
配
慮
の
一
か

け
ら
さ
え
な
し
に
盲
進
し
て
し
ま
っ
た
教
育
基
本
法
改
訂
（2006.12

）
と
の
対
比

に
お
い
て
、
噛
み
し
め
て
記
憶
さ
れ
て
よ
い
。

＊

　

教
育
勅
語
の
も
つ
意
味
は
、
そ
の
道
徳
内
容
の
善
し
・
悪
し
を
超
え
て
、
そ
れ

に
原
理
的
に
先
立
ち
、ま
さ
に
そ
れ
が
強
制
力
を
持
つ
法
（
法
以
上
の
法
＝
勅
語
）

で
あ
る
点
に
あ
る
。「
法
」
に
書
き
込
ま
れ
た
「
道
徳
」
は
、
も
は
や
徳
で
は
な

く
法
に
過
ぎ
ず
、
内
容
の
如
何
を
超
え
て
そ
の
強
制
力
こ
そ
が
最
大
の
内
容
を
な

す
こ
と
に
あ
る
。（
こ
の
点
で
大
西
の
甘
さ
は
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
勅
語
を
倫
理

説
と
は
み
な
さ
な
い
と
い
う
主
張
な
の
で
あ
る
。）

　

和
辻
哲
郎
は
戦
時
下
の
日
本
精
神
主
義
派
と
は
異
な
り
、戦
前
か
ら
勅
語
を「
古

今
内
外
」
に
通
じ
る
普
遍
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
わ
が
国
民
に
特
殊
な
も
の
で
な

い
と
の
解
釈
を
持
続
し
て
有
し
て
い
た
（「
危
険
思
想
を
排
す
」
大
正
八
年
、『
全
集
』

二
二
巻

142
頁
）
。
こ
の
こ
と
は
記
憶
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
戦
後
に
「
修

正
」
さ
れ
た
『
倫
理
学
』(1946)

に
お
い
て
も
、「
教
育
勅
語
が
わ
れ
わ
れ
の
依
拠

す
べ
き
羅
針
盤
で
あ
る
」
（
10
巻
、p.622

）
と
す
る
点
に
は
変
更
を
加
え
て
お
ら

ず
、
教
育
勅
語
は
か
つ
て
「
何
か
非
常
に
権
威
あ
る
教
え
、
自
由
に
批
議
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
教
え
と
し
て
国
民
に
与
え
ら
れ
た
」（『
日
本
倫
理
思
想
史
』
下
、1952

年
、『
全
集
』
一
三
巻
、p.441

）
も
の
と
戦
後
も
み
て
い
る
。
教
育
勅
語
を
「
依
拠
す

べ
き
羅
針
盤
」
と
し
て
い
る
限
り
、
そ
の
限
り
に
お
け
る
和
辻
に
、「
倫
理
学
」

を
語
る
資
格
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
名
古
屋
学
院
大
学
名
誉
教
授
）
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大西祝肖像画　年月不詳　画家不明

（『大西祝・幾子書簡集』より）
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